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自
然
公
園
に
お
け
る
 

山
岳
橋
梁
の
設
計
・
施
工
プ
ロ
セ
ス
 

株
式
会
社
ラ
ス
コ
ジ
ャ
パ
ン
 
関

口

隼

紀

 

一
．
は
じ
め
に
 

日
本
の
山
岳
地
に
は
多
数
の
人
道
橋
 

が
存
在
す
る
。
小
規
模
な
木
橋
も
あ
れ
 

ば
大
規
模
な
吊
り
橋
も
あ
り
、
規
模
や
 

架
設
さ
れ
る
環
境
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
 

こ
れ
ら
山
岳
橋
梁
の
ほ
と
ん
ど
は
、
資
 

材
運
搬
や
施
工
が
困
難
な
山
奥
に
あ
り
、
 

安
全
な
登
山
道
を
維
持
し
て
い
く
た
め
 

に
改
修
と
維
持
管
理
を
ど
の
よ
う
に
行
 

っ
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
 

株
式
会
社
ラ
ス
コ
ジ
ャ
パ
ン
は
自
然
 

公
園
で
の
施
設
整
備
を
得
意
と
し
、
木
 

道
や
人
道
橋
等
を
専
門
に
設
計
・
施
工
 

を
す
る
公
園
施
設
業
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
 

全
国
す
べ
て
の
国
立
公
園
で
数
多
く
の
 

施
設
整
備
を
手
掛
け
て
き
た
経
験
を
活
 

か
し
、
運
搬
や
施
工
が
困
難
な
環
境
で
、
 

人
力
施
工
で
き
る
基
礎
工
法
（
ピ
ン
フ
 

ア
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
工
法
等
）
や
長
寿
命
 

化
を
図
る
新
素
材
（
G
R
P

】
ガ
ラ
ス
 

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
を
用
い
て
 

施
設
整
備
を
提
案
し
て
き
た
。
自
然
公
 

園
と
い
う
特
殊
環
境
で
の
施
設
整
備
を
 

可
能
と
す
る
た
め
に
、
軟
弱
地
盤
、
水
 

中
、
急
斜
面
、
が
け
地
、
岩
盤
等
の
あ
 

ら
ゆ
る
環
境
で
人
力
施
工
で
き
る
基
礎
 

工
法
を
開
発
。
そ
し
て
施
設
の
長
寿
命
 

化
や
自
然
環
境
、
意
匠
性
等
の
ニ
ー
ズ
 

に
合
っ
た
適
材
適
所
の
材
料
選
定
を
提
 

案
す
る
た
め
に
、
ア
ル
ミ
合
金
や
G
R
 

P
、
再
生
木
材
や
国
産
木
材
な
ど
の
多
 

岐
に
わ
た
る
素
材
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
 

最
近
で
は
山
岳
地
の
人
道
橋
の
老
朽
 

化
に
よ
り
架
け
替
え
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
 

っ
て
お
り
、
弊
社
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
 

で
の
改
修
を
手
掛
け
る
こ
と
で
、
人
力
 

の
み
で
資
材
運
搬
と
架
設
が
で
き
る
山
 

岳
橋
梁
の
整
備
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
で
 

き
た
。
本
稿
で
は
上
信
越
高
原
国
立
公
 

園
の
人
道
橋
の
改
修
計
画
を
通
し
て
、
 

山
岳
橋
梁
の
改
修
に
お
 

け
る
設
計
・
施
工
の
プ
 

ロ
セ
ス
を
紹
介
す
る
。
 

（
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
 

参
照
）
 

回 

回
 

一
一
．
山
岳
橋
梁
の
改
修
 

－ 

山
岳
橋
梁
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
殊
条
 

件
に
よ
り
整
備
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
 

特
殊
条
件
と
は
、
運
搬
、
施
工
、
維
持
 

管
理
e
三
点
で
あ
る
。
ま
ず
運
搬
条
件
 

と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
施
工
場
所
ま
 

で
重
機
の
進
入
が
で
き
ず
、
ヘ
リ
コ
プ
 

タ
ー
や
人
力
で
の
資
材
輸
送
と
な
る
点
 

で
あ
る
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
資
材
輸
送
 

で
き
れ
ば
良
い
が
、
ほ
と
ん
ど
は
樹
林
 

帯
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
運
搬
す
る
か
 

を
事
前
に
し
っ
か
り
と
計
画
す
る
こ
と
 

が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
 

の
輸
送
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と
も
課
題
で
、
 

資
材
の
総
重
量
を
減
ら
す
こ
と
で
コ
ス
 

ト
を
抑
え
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。
施
 

工
条
件
も
同
様
で
、
橋
の
架
設
に
ク
レ
 

ー
ン
等
の
重
機
が
使
用
で
き
な
い
環
境
 

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
施
工
計
画
を
考
 

慮
し
た
上
で
人
道
橋
の
構
造
選
定
を
す
 

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
自
然
 

公
園
で
は
積
雪
な
ど
で
施
工
が
で
き
る
 

期
間
が
限
ら
れ
、
工
期
短
縮
を
図
る
こ
 

と
も
必
要
と
さ
れ
る
。
維
持
管
理
の
条
 

件
と
し
て
は
、
木
製
等
の
自
然
素
材
で
 

は
な
く
ア
ル
ミ
合
金
や
再
生
木
材
等
の
 

長
寿
命
化
素
材
を
使
っ
て
ノ
ー
メ
ン
テ
 

ナ
ン
ス
な
構
造
と
す
る
こ
と
や
、
雪
害
 

を
考
慮
し
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
解
体
し
、
 

雪
解
け
後
に
再
組
立
で
き
る
構
造
と
す
 

る
こ
と
が
あ
る
。
山
岳
工
事
の
担
い
手
 

不
足
も
背
景
に
あ
り
、
容
易
に
架
設
と
 

維
持
管
理
で
き
る
山
岳
橋
梁
が
求
め
ら
 

れ
て
い
る
。
 

三
．
上
信
越
高
原
国
立
公
園
の
一
 

人
道
橋
の
改
修
計
画
 

一 

上
信
越
国
立
公
園
の
奥
志
賀
高
原
に
 

位
置
し
、
大
滝
ま
で
の
登
山
道
（
上
信
 

越
自
然
歩
道
、
第
二
種
特
別
地
域
）
の
 

サ
ラ
サ
ラ
沢
に
架
か
る
橋
長
七
m

の
人
 

道
橋
で
あ
る
。
車
輛
が
進
入
で
き
る
場
 

所
か
ら
徒
歩
一
五
分
に
位
置
し
、
豪
雪
 

地
で
あ
る
こ
と
か
ら
雪
害
を
考
慮
し
、
 

シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
組
立
と
解
体
が
で
き
 

る
こ
と
が
要
望
さ
れ
た
。
 

こ
の
橋
の
仕
様
決
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
 

し
て
は
、
運
搬
性
と
施
工
性
を
考
慮
し
 

た
橋
の
構
造
選
定
を
す
る
こ
と
、
軽
量
・
 

高
耐
久
で
景
観
に
な
じ
む
素
材
選
定
を
 

す
る
こ
と
、
維
持
管
理
や
災
害
（
雪
害
・
 

水
害
）
を
考
慮
し
た
仕
様
と
す
る
こ
と
 

e
三
点
で
あ
る
。
ま
ず
運
搬
条
件
は
徒
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①人力での資材運搬 

歩
一
五
分
と
近
場
で
資
材
の
量
も
少
な
い
 

た
め
、
す
べ
て
人
力
運
搬
で
計
画
し
て
い
 

る
。
背
負
子
等
で
運
ぶ
こ
と
を
想
定
し
 

材
料
の
長
さ
や
大
き
さ
を
決
定
し
て
い
 

る
（
写
真
①
）
。
山
岳
橋
梁
の
構
造
選
定
 

と
し
て
は
桁
橋
・
ト
ラ
ス
橋
・
吊
り
橋
が
 

選
定
で
き
る
が
、
橋
長
七
m

の
小
規
模
な
 

橋
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
人
力
運
搬
と
人
 

力
架
設
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
 

維
持
管
理
と
し
て
シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
組
立
 

と
解
体
が
で
き
る
仕
様
と
な
る
と
ト
ラ
 

ス
橋
や
吊
り
橋
で
は
難
し
く
、
橋
の
構
 

造
は
桁
橋
と
な
る
。
次
に
桁
橋
の
素
材
 

選
定
と
な
る
が
、
こ
の
時
に
重
要
に
な
る
 

の
が
運
搬
性
と
施
工
性
で
あ
る
。
山
岳
 

地
で
は
軽
く
て
高
強
度
の
主
桁
が
求
め
 

ら
れ
、
ス
チ
ー
ル
製
の
主
桁
よ
り
も
軽
量
 

性
に
優
れ
る
ア
ル
ミ
合
金
製
の
主
桁
が
 

選
定
さ
れ
る
。
ス
チ
ー
ル
製
の
主
桁
は
七
 

' 
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「f、 
②アルミ合金製の桁を添接する 

m
で
一
四
九
・
八
取
と
人
力
架
設
が
難
し
 

い
重
量
に
な
る
が
、
ア
ル
ミ
合
金
製
の
主
 

桁
は
四
三
・
三
聴
で
容
易
に
人
力
架
設
 

が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
ア
ル
I
I
、
合
金
製
の
 

主
桁
は
添
接
板
で
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
（
写
真
 

②
）
、
七
m

の
主
桁
を
現
地
組
立
す
る
こ
 

と
が
で
き
る
。
ア
ル
ミ
合
金
は
表
面
に
ア
 

ル
マ
イ
ト
処
理
を
施
し
景
観
に
な
じ
む
 

色
合
い
と
し
、
電
食
の
防
止
を
し
て
い
る
。
 

床
板
に
つ
い
て
は
、
容
易
に
脱
着
が
で
き
 

る
構
造
で
、
か
つ
長
寿
命
化
が
図
れ
て
い
 

る
素
材
と
し
て
G
R
P
製
の
グ
レ
ー
チ
ン
 

グ
が
選
定
さ
れ
る
（
写
真
③
）
。
こ
の
グ
 

レ
ー
チ
ン
グ
は
主
桁
に
専
用
金
具
で
留
 

め
る
だ
け
の
作
業
で
、
工
期
短
縮
と
組
 

立
と
解
体
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
で
き
 

る
。
G
R
P
グ
レ
ー
チ
ン
グ
は
製
造
時
に
 

景
観
色
で
着
色
し
て
お
り
、
塗
装
と
は
 

違
い
剥
離
が
生
じ
な
い
た
め
、
経
年
劣
 

.
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③GRP製グレーチングの床板 ④完成した山岳橋梁 

化
が
生
じ
な
い
点
で
維
持
管
理
を
容
易
 

に
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ル
I
I
、
合
金
と
G
 

R
P

の
軽
量
素
材
を
使
う
こ
と
で
橋
の
 

総
重
量
を
大
幅
に
削
減
で
き
て
お
り
、
 

輸
送
コ
ス
ト
の
縮
減
も
実
現
で
き
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
な
運
搬
性
、
施
工
性
、
維
持
 

管
理
を
考
慮
し
た
改
修
計
画
に
よ
り
、
 

実
際
の
工
事
で
は
七
m

の
人
道
橋
の
運
搬
 

か
ら
架
設
ま
で
を
一
日
間
で
完
了
す
る
こ
 

と
が
で
き
た
（
写
真
④
）
。
 

〉

一

一

 

四
．
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
 

さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
現
 

場
の
声
を
聞
き
、
ラ
ス
コ
ジ
ャ
パ
ン
は
 

こ
れ
か
ら
も
挑
戦
的
な
製
品
開
発
を
続
 

け
て
い
き
た
い
。
山
岳
橋
梁
に
つ
い
て
 

は
安
全
な
橋
を
ど
こ
に
で
も
架
け
ら
れ
 

る
よ
う
に
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
人
力
 

で
施
工
で
き
る
橋
の
基
礎
工
法
の
開
発
 

や
、
小
規
模
吊
り
橋
（
キ
ャ
ノ
ピ
ー
ウ
 

ォ
ー
ク
）
を
開
発
し
、
山
岳
橋
梁
の
さ
 

ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
て
い
き
た
い
。
 

山
岳
橋
梁
に
限
ら
ず
、
自
然
公
園
の
 

施
設
整
備
に
は
現
場
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
 

な
困
難
な
課
題
が
あ
り
、
そ
の
優
先
度
 

合
い
も
変
わ
っ
て
く
る
。
ラ
ス
コ
ジ
ャ
 

パ
ン
は
身
軽
な
現
場
力
と
蓄
積
さ
れ
た
 

経
験
を
活
か
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
 

の
課
題
と
困
難
に
立
ち
向
か
い
、
発
注
 

者
ー
設
計
者
ー
 
工
者
を
横
断
的
に
つ
 

な
ぐ
存
在
で
あ
り
た
い
。
 

関
口
 
隼
紀
●
せ
き
ぐ
ち
 
じ
ゅ
ん
き
 

大
学
卒
業
後
、
趣
味
の
登
山
が
き
っ
か
け
と
 

な
り
、
大
規
模
木
造
建
築
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
 

株
式
会
社
ラ
ス
コ
ジ
ャ
パ
ン
に
転
職
。
自
然
 

公
園
の
施
設
整
備
を
適
材
適
所
の
提
案
営
業
 

で
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。
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